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ア メ リカ のユ ー トピア文 学
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(主 査)
教授 加 藤 孝 教授 柴 田 治三 郎
教授 安 井 稔
論 文 内 容 の 要 旨
序
個 人 ま た は 集団 と し て の人 間 の意 識 や 態 度 の 、現 存 の秩 序 の安 定 化 の方 向 に ず れ て い る もの が 、
イ デ オ ロギ ー 的 で あ る に対 し 、現 存 の秩 序 を 変 改 、 あ るい は破 壊 す る よ う志 向 す る もの は 、 ユ ー
トピア 的で あ る 、 と社 会科 学 者KarlMannheimは 言 う。 こ の発 言 は ユ ー トピア 的 な実 践 、 ま
た は 文 学 を考 え る場 合 、 重 要 で あ ろ う 。 なぜ な ら 、ユ ー トピ ア思 想 は常 に 、 自負 心 の 強 い 現 実 主
義 者 の もの で は な くて 、革 新 的 な夢 想 家 の もの で あ るか ら で あ る。
一 般 的 に、 ユ ー トピア思 想 は現 状 を批 判 し、 それ を 否定 的 な比 較 の対 象 と す る こ と に よ っ て成
り立 つ 。 ア メ リカの歴 史 と ユー トピ ア思 想 の結 び つ きは 、 ル ネ サ ンス時 代 に海 外 発 展 の機 運 が高
ま り、 ヨ ー ロ ッパ の現 状 に あ きた らぬ人 々に 、 ア メ リカ を 自由 と平 等 の 楽 士 と思 わ せ た こ ろ に始
ま る。SirThomasMoreの σ60p`¢(1515～6)とFrancisBaconの7加 ル醐.4房 απあ3
(1627)が 、新 大 陸 へ の あ こがれ をか き立 て る に 役立 った 。植 民 地時 代 は 言 う まで もな く、 そ
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の後 も、 ア メ リカ ま た は そ の特 定 の 地 域 を、 ユ ー トピア とみ なす時 期 は か な り長 く続 いた 。十 九
世 紀 の中 西 部 、西 部へ の 進 出 も 、 その 現 象 が尾 を ひい た もの と考 え られ よ う 。
次 に 目につ くの は 、1840年 代 と その 前 後 の、 集 中 的 な ユ ー トピア思 想 の爆 発 で 、 宗 教 的 な も
の 、社 会 改 良 主 義 に基 づ くもの 、 空 想 的 で ロ マ ンテ ィ ック な もの な ど、多 彩 で あ る諮 この 時期 に 、
特筆 す べ きユ ー トピア作 品 がい くつ か 生 まれ てい る 。最 後 に世 紀 末 に な って 、ユ ー トピアを建 設
しよ うとの 行 動 性 は影 を ひ そめ たが 、 ユ ー トピア文学 が ブ ー ムを巻 き起 こ した 。 も っ と も現在 、
記憶 され てい るの は、BeHamyとHowensの もの ぐらい で、 い ず れ も将 来 に理 想 社 会 の 出現 を
期 待 し てい た 。だ が 、 なか にはDonnellyの よ うな、 約 百 十年 後 に 欧米 文 化 の 大破 滅 を 予 言 す る
逆 ユ ー トピアの 作 品 も ま じ って いた 。二 十世 紀 に は い って 、 ア メ リカは 自国 の 強 大 と富 裕 と、科
学 の 優 秀 を誇 る あ ま り、 イ デオ ロ ギ ー的 な保 守 性 を もつよ うに な り、 理 想 の 生 活 を 描 く白 昼夢 は
喪 失 した か にみ え る。
1、 宗 教 編
(1)PiIgrimsandPuritans
初 期 に 北 部 沿 岸 に着 い た 植 民 につ い て は、 宗 教 的 動 機 は顕 著 で あ った 。 イギ リス本 国 で 果 され
な い 神 の 国づ く りが 、彼 らの 来航 の 唯 一 の 目的 で あ った 。 ま ず 、 イ ギ リスの 国 教 に反 対 した
separatistsが 信 仰 の 自 由 に あ こ がれ て 、1620年 にMassachusetts州 のPlymouthに 上 陸
した 。 これ が 後 世 、PiigrimFatherSと 呼 ばれ る人 た ち で あ る。彼 らの 上 陸 の 歴 史 的瞬 間 は
Plymouth植 民 地 の二 代 目の 総 督 のWilliamBradfordに よ って書 き残 され て お り、MayHower
号 の 故 国 へ の帰 航 を見 送 る人 々の 複 雑 な心 境 や 、 植 民 中 の若 者Aldenと 少 女PrisciHaと の 悲
恋 と 、結 婚 ま での 経 緯 とは 、十 九 世 紀 の 詩 人bngfeUowに よ って、 ま ざ ま ざ と叙 述 され てい る。
続 い て1630年 に 、CharlesIの 圧迫 に耐 え か ね たPuritansが 大挙 して来住 、Massachusetts
BayColonyを 打 ちた て 、後 のBoston建 設 の基 礎 を築 い た 。 彼 らはPilgrimsと は 違 っ て 、
信 仰 の根 拠 を改 革 派 のCalvinの 純 福 音 的 な神 学 思 想 に置 い てい た 。総 督 のJohnWinthropの
も と に、 彼 らは神 の主 権 へ の絶 対服 従 を 誓 い 、 原 罪 説 と予 定 説 を 唱 え た 。1642年 ご ろの 峻厳 な
福 音 の都Bostonを 知 る に は 、Hawthorneの τん85・α7♂碗 五%動 ア を ひ も と くが よ い 。夫 が あ
りな が ら自 由恋 愛 で 私 生 児 を生 ん だ 若 く美 し いHesterPrynneは 、Puritanismの 支 配 す る暗
く険 しい 社 会 で は 、 この 上 もな く面 妖 な 、消 化 しが た い異 物 で あ った 。 や が て、 新 大 陸の 指 導 精
神 と して 大 い に貢 献 したPuritanの 神 政 統 治 も、 次 第 に勢 力 の 衰 え を 見せ 、 十八 世 紀 半 ば ご ろ ま
で に 市民 か ら見 離 され た 。 現 代 に もな お 、Puritanの 末 商 が い く らか残 って い る が、 彼 らが近 代
*1840年 代 お よ び そ の 前後 の ユ ー トピア の 文学 と運 動 につ い て は 、随 時 、巻 末 に添 付 の表 を
参 照 され た い 。
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の 物 質 文 化 の な か で い か に 苦 悩 す るか を 、 哲 学 者GeorgeSantayanaは 小 説7んe五 ¢3'P齢`翻 π
(1936)に 書 き 現 わ して い る 。
(2)Quakers
hnnerLight"を 信 ず るQuakerに はPuritanの 信 仰 と 相 容 れ な い 点 多 く 、LongfeHowが
娘Th
eNewEnglandTragedies"に 書 き 、}lawthorneが ヤheGentleBoy"に 書 い て い る
よ う に 、Puritanか ら 常 に 激 し い 迫 害 を 受 け た 。 しか し 、 中 部Pennsylvania噛 に 広 大 な 土 地 を 与
え られ て か ら 、 そ の 勢 力 は 急 速 に 伸 び 、Philadelphjaは 新 世 界 文 化 の 中 心 と な り 、1700年 か
ら40年 ま で は 、 彼 ら の 黄 金 時 代 で あ っ た 。Quaker文 学 に は 、 霊 感 第 一 主 義 と社 会 改 革 の 実 行
力 と を 併 せ も つJohnWoolmanの 貴 重 な 日 記 が あ る が 、 前 述 のrん ¢ 島36P解 拷 απに 匹 敵 す る も
の と し て 、 今 世 紀 の 混 沌 の 世 相 の な か に 気腫nnerLight"を 求 め つ つ さ ま よ い 挫 折 す る 銀 行 家 を
主 人 公 と す る 、TheodoreDreiserの 晩 年 の 作7加.8磁 齢 アκ1946)を 見 落 し て は な ら な い 。
(3)Mormons
十 九 世 紀 初 頭 に 起 っ た 純 ア メ リカ 的 なMormonの 教 派 は 、 圧 迫 と 迫 害 と戦 い な が ら、Illinois
州 に 美 し い 神 の 都Nauvooを 建 て た 。 し か し彼 ら がcelestialmarrlageと 呼 ぶ 一 夫 多 妻 主 義 が
猛 烈 な 反 感 と 非 難 を 呼 び 起 こ し 、1846年2万 人 の ㌔aints"はBrighamYoungの 指 揮 の も と
に 、Nauvooを 出 て は る か 西 部 のUtahに 彼 らの ユ ー ト ピ ア を 求 め て 、 大 陸 横 断 の 大 移 動 を 始 め
た 。 彼 自 身 もMormon教 徒 で あ るVardisFisherが 、 彼 ら の 感 動 的 で 雄 大 なexodusの 経 過 を 、
0砺 ♂伽 脇 ・∫0・6(1939)と 題 す る 叙 事 詩 的 作 品 に 見 事 に 結 実 せ し め て い る 。
z農 業 編
初 期 に 南 部 と くにVirginiaに 来 航 した植 民 の 第 一 の 目的 は、 新 しい 農 地 を獲 得 す る こ と に あ
った 。 さ らに 、Marylandに つい て は 、GeorgeAlsopが 豊 か な天 然 資 源 の 「地 上 楽 園 」 だ と書
き し る し、NorthCaro鑑inaに ついて は。WilliamByrdが 作 物 の豊 富 と暖 い 日光 との な まけ 者 の
天 国 だ と述 べ てい る 。最 初 に 、 この 大 陸 で の偉 大 な事 業 は 農 業 で あ る、 と声 明 し、 農 本 主 義 で 発
展 す る道 が 西 方 に開 か れ て い る こと を指 摘 した の は、BenjaminFranklin.で あ った 。南 部 、 中
部 の農 業 経 済 は十 八 世 紀 に最 盛 期 を迎 え た が 、 そ の 当時 の農 場 経 営 の 楽 天 的 ムー ドを しのば しめ る
の は、NewYbrk州 の フ ラ ン ス移 民Crさvecoeurの 書 い たLε 髭8γ3ノ γ脇 απ あ ¢T`o¢πFα 凱 ¢7
(1782)で あ る 。
しか し 、独 立戦 争 の 戦 禍 に よ って 、彼 はみ じめ な幻 滅 を 味 わ わ ね ばな らな か った 。 南 北戦 争 の
結果 は、 南 部plantationに 決 定 的 な打 撃 を与 え た が 、1862年 に制 定 され たHomesteadActに
よ って 、 一家 の長 で あ って 、5年 間 一定 の土 地 を 開 拓 し耕 作 した者 へ は 、 ひ と り あた り.160エ
ー カ ー の 土 地 が 無 償 で 与 え られ る こと と な り、 中西 部 、西 部 へ の 開発 は急 速 に進 ん だ 。OleEdvart
文52
R61vaagの 小 説0語 脱3語 オん9翫 γ齢(英 訳 本1927)に は 、 そ の こ ろ のSouthDakota
に お け る荒 野 の ノ ル ウ ェ イ 移 民 の 目 ざ ま し い 奮 闘 ぶ り が 描 か れ て い る 。 ま た 、WiIlaCatherは
ス ゥ ェー デ ン系 、 ボ ヘ ミ ヤ 系 移 民 のNebraska農 場 で の 活 躍 と 成 功 と を 、OP`oπ θ卯3/吻
ノ
.4磁 。冠 αと題 す る初 期 の二 つの 作 品 に取 りあ げ た 。 しか し、 フ ロ ンテ ィア の農 地 開発 は行 き づ ま
りと な り、農 業 ユ ー トピア は終 結 し、HamHnGarlandの 作品 群 が伝 え て い る よ うな 、 ま た、
二 十 世紀 に な ってFrankNorrisやJohnSteinbeckが 書 い て い る よ うな 、奴 隷 化 した 無 限地 獄
の流 浪 農 民 の悲 惨 な姿 が大 き く写 し出 され て く る。JeanCanuの 言葉 を か りて 言 え ば、 幸 福 と
好 機 を与 え る西 部 は死 ん だ の で あ る 。
3,社 会 改 良 編
ア メ リカ の ユ ー トピア思 想 の盛 衰 を示 す グ ラ フで 、 お そ らく最 高 の ピー ク と な ってい るの は 、
1840年 代 で あ ろ う。宗 教 で はPuritanismに 代 ってUnitarianism'が 強 い影 響 力 を も ち、 哲 学
で はKantやCarlyleの 感 化 を受 け たTranscendentalismが 知性 人 の心 を奪 って い た時 代 で あ
る。 そ こへ 空想 社 会 主 義 者 の イ ギ リス のRobertOwenと フ ラ ンスのFourierら の 思 想 が は い っ
て 、 理 想 共 同生 活 体 の プ ラ ンを 有 識 者 の頭 脳 に 植 え つ け た 。 か く て各 地 に 、 多 少 と も宗 教 味 を ふ
くみ 農耕 を い と な む ユ ー トピア 的 集 落 が 続 出 した が 、 なか で も と くに 目立 った の はBrookFarm
で あ った 。 そ れ はUnitarian派 の牧 師 だ ったGeorgeRipleyがBoston近 郊 で 試 みた 実 験 で 、
Emersonは 懐 疑 的 で 参 加 し なか った が 、Hawthorneは 有 頂 天 に な って と び こん で行 った 。 だ
が.屋 外 労 働 の激 し さに つ い て ゆ け ず 、半年 で そ こを 出 た。 当時 の 体 験 を 下 敷 き に して 、約 十 年
後 に 、 長 編 小 説rん ¢ β面 赫 掘 α♂8Roπ απo¢を書 い た。BHthedaleと はSamueiJohnsonの い
うHappyValieyを 意 味 し、 こ の理 想 農 園 を訪 れ る4人 の典 型 的 な人 物 が 、 それ ぞ れ ユ ー トピア
へ の 不 適 格 性 を 暴 露 す る こ とを 書 い て い て、 本 書 は人 間 不 信 と理 想 喪 失 を 認 い上 げ た、 多 分 に悲
観 的 な 作 品 と な って い る。 な お 、同 農 園 で の 日常 生 活 が 、農 園 に在 住 し てい た 若 い 女 性Marlanne
Dwightの 手紙 によ って リア ルに 表 現 され て い る が 、 こ こ に も、Ripley夫 妻 へ の 風 あ た りの き
っ さが ち らつ い てい る。BrookFarmは た った6年 で解散 した が 、煩 雑 な都 会 を 離 れ て 自然 と親 し
み 、農耕 の 合 間 に知 的 会 話 や 芸 術 的 活 動 を さ しは さん で 、 「で きる か ぎ り同一 人 に お い て 、思 索
家 と勤 労 者 とを 合 致 せ しめ る」 との 実 験 の趣 旨 は 、知 識 階 級 の うちに 共 感 を 呼 び 、 しば しば訪 問
す る者 、 また は この 計 画 を 模 倣 す る者 が 少 なか らず あ った。
や は りBostonの 郊 外 にFmidandsを 創 始 したAmosBronsonAlcottも そ の一 人 で あ っ
た 。 教 育 の 改 革 者 、 菜 食主 義 者 、理 想 楽 園 の 夢 想 家 で あ った 彼 は、 む し ろBrookFarmに 対 抗 す
る意 気 込 み で 始 めた が 、 気 ま ぐれ で 、 独 裁 的 で 、経 済 観 念 に乏 し く、 統 率 の力 を欠 い て い た 。激
しい 労 働 と克 己 の生 活 に追 従 しか ね て 、仲 間 は 一人 ま た 一人 と脱 落 し てい き、彼 の傍 に は妻 と4
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人 の娘 しか残 らな か った 。Fruitlands.の 夢 こ そ あ っ け な く破 れ た が、 互 い に助 け合 う明 るい 家
庭 は 、生 涯 を 通 じて彼 の ユ ー トピ アで あ って 窺642〃 厩8π で 次 女Louisaの 名声 が 上 が る と と
も に 、彼 の晩 年 は多 幸 で あ った 。Frultlandsが 没 落 して か ら一 力年 半 後 、ThoreauはWalden
で孤 高 の 生 活 に はい った 。 これ は社 会 へ のprotestで あ り、 彼 自身 実 質 的 な社 会 改 革 の ヴ ィ ジ ョ
ンを も ってい た が 、単 独 の 試 み な の で 、 当時 の ユ ー トピア 実 験 の 一環 とみ なす こ とは む ず か し
い の で は あ る まい か 。
4,空 想 編
同 じ1840年 代 に、 実 際 運動 に は た ず さわ らず 、 ユ ー トピ アを空 想 に 描 く作家 が い くた りか い
た 。彼 らは多 少 と も ロ マ ンテ ィ ックで あ る点 で共 通 してい る。UnitarianのSylvesterJudd
が 、NewEnglandの 森 林 地 帯 に夢 想 した 理 想 の 町 の状 態 は 、創 世紀 の聖 句 に似 せ て 娘God
sawthateverythinghehadmadewasverygood"と 謳 歌 され てい て 、 あ ま りに も良 い
事 づ くめ の 不安 が あ る 。 また 、Poeの 美 意 識 の 極 致 を 示 す い くつ か のlandscapegardenの 描 写
は 、地 上 楽 園 の あ り方 を 示 唆 してい るが 、 出 て くる人 間 を も庭 園 装 飾 の 一 つ と 見 る行 き過 ぎが あ
り、 自然 な楽 しい人 間 同志 の 対 話 は、 死 後 で な けれ ば 実現 で き ない こ と に不 満 を 感 ず る。
その 点 、Melvilleの τypθ¢とJ.F.Cooperの τ加0γ α島 γとは 読 み ご たえ が あ る。 これ らの
海 洋 辛 一 トピア 小説 は 、 十 九 世 紀 前 半 の未 知 の 大 洋 で の冒 険 に あ こ がれ る風 潮 か ら生 まれ た もの
で あ る 。 前者 は明 らか に 、MelvHle自 身 が 体 験 したPolynesiaの 食 人 種 の住 む 島 で の生 活 が
素 材 と な ってい る の で 、 こ こで扱 うの は無理 な よ うだ が 、 空 想 を そ そ る作 品 で あ 妖 作者 の豊 か
な想 像 力 によ る紛 飾 も見 の が せ ない 。 後 者 は架 空 の 物 語 だ が 、Cooper自 身 の 海 洋 知識 と 、 当時
彼 が 大 農 園 主 と して悩 ん で い た土 地所 有 権 や 小 作人 対 策 と、彼 を 中傷 す る新 聞 と 十年 間続 け て き
た 激 しい 論 争 とを 想 起 せ しめ る もの が あ る。原 始 社 会 を扱 ったTyp%に は 、Unoblesavage"
思 想 によ る白人 文 化 の 批 判 が うか が わ れ 、τ加0ア 磁 解 の火 山 島 開 発 の物語は 、建 国 当初 の 謙虚 な
気 持 を 失 った 当 時 の ア メ リカ へ の鋭 い風 刺 が き い て い る。両 者 は 、 アメ リカの現 状 に あ きた らず 、
過 去 の 原 点 に立 ち帰 ろ うと す る姿 勢 に お い て 一致 して い る。異 な る と こ ろは 、MelvilIeの ユ ー
トピアを 見 る 目が おお む ね 「横 か ら」 で あ り、 そ この生 活 に な じめ な い 「客 と して」 、懐 疑 的 な
「outsiderと して」 で あ った に対 して 、Cooperの は 「上 か ら」 で あ り、 「主 人 と して」 「指
導 者 と し て」 、 い や 、 「独 裁 者 と して」 で あ った こと に あ る。
5,未 来 編
急 速 な 資 本主 義 の 発 達 と 、 産業 革命 に よ る社 会 不 安 と が、1890年 前 後 にお びた だ しい ユ ー ト
ピァ 作 品 を 呼 び起 こ.した 。.その 代表 的 な の はEdwardBeUamyの 加o屍 πgB¢ ・勧 α7d2000～
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、
1887とWilliamDeanHowelIsの ・4rγ⑳668π ∫γ伽 ・4㍑働 γ語 で あ る 。二 十 世紀 最 後 の年
の理 想 化 され たBostonと い う未 来 か ら、未 開 低調 な 目前 のBostonを 回 顧 す る形 を と って い る
の が 加 砧 編gβ ¢・隔 α掘 で あ り、将 来 ア メ リカ が り っぱ に発 展 す る と、 こ うな る だ ろ うと思 わ
れ る空 想 の 国 と、 十 九世 紀 末 の ア メ リカ と の交 流 を設 定 す るの が 、AItruria国 の 物語 で あ る。
Benamyは 労 資 の対 立 抗 争 に強 い 関心 を示 し、次 第 に 社 会主 義 に傾 倒 して行 った 。法律 を学 ん
だ が 、lournalismの 世 界 に は い り、 政界 へ 乗 り出 してNaHonahstPartyを 結 成 した 。
加 ・腕 πg.8αo勧 礎6に 描 か れ て い る未 来 のBostonは 、 国 家 が 市 民 の 利益 を 代 表 す る強 力 な 唯 一
の 資 本 家 と一な っ てい て 、 強 者 が弱 者 の た め に 働 く義 務 に負 うsolidarityの 共 同 体 で あ る。 この
福 祉 国 家 で は、45歳 を 越 え る と生 活 は 国 家 によ って保 障 され 、 自由 な勉 学 や娯 楽 に余生 を 送 る 。
金 銭 が な い の で 、銀 行 とい う もの が な い 。 各 自が 力 の及 ぶ か ぎ り最 高 のserviceを してお れ ば、
creditCardに よ っ て生 活 必 需 品 の 分 配 を受 け る 。巻末 において、輝 か しい 未 来 を 確 信 す る著者
は こ う叫 ん で い る 。 娘…theGddenAgeliesbeforeusandnotbehindus,and
,,
isnotfaraway.
HoweIlsは 数 多 いBellamyの 継 承者 の うち の一 人 で あ る。 彼 は独 学 で 教 養 を 積 み 、植 字 工
か ら探訪 記 者 、 編 集 長 と な った 。文 壇 の 大 御所 と してGarIand,Crane,Norrisら を斯 界 へ紹
介 した 。 晩 年 に はTolstoyの 感 化 を 受 け、 キ リス ト教 的 な 無 政 府主 義 思 想 に染 ま って 行 った 。
彼 の 考 え で は 、A夏truria国 にお い ては 、 自由 、平 等 、 博 愛 の精 神 が 浸 透 し、労 働 組 合 とい うも
の が な く、す べ て の 人 は全 体 の 利 益 の た あ に働 く。働 か ない 者 は 食 べ られ な い の で あ る。 祖truria
か らの 来 訪 者Homosは 、AItrurlaの 理 想 国 へ の 変 貌 は金 銭 の 使 用 を廃 止 した と き に起 った と
い う。HoweHsが 読 者 に訴 え た か った の は 、 ア メ リカ人 のAltruriaへ の 大挙 移 住 で は な く、
現 在 め ア メ リカは あ らゆ る点 で未 完 成 で あ るが 、努 力 して聖 書 の 教訓 に従 って 改 善 を重 ね てい け
ば 、 や が てAltruriaの よ うな理 想 国 に な る可 能 姓 が あ る、 とい うこ とで あ る。 難 破 してAItfuria
国 の海 岸 に流 れ つい た ア メ リカの 大 富 豪 一家 の 戸 惑 い は 、AItruria的 な社 会 に容 易 に と け こ ま
ない 現 在 の ア メ リカ人 を 皮 肉 った もの と受 取 れ る。
そ の こ ろIgnatiusDonnellyの 書 い たC¢ ¢3αγ'300砧 ππ:・45εoアyo∫ 赫eT齢 π翻6翻
0侃 協 γyが 異 彩 を放 っ た。 世 紀 末 の 作品 の多 くが、 未 来 に つ い て楽 天 的 で あ るの に対 し、 これ
は1988年 に起 こる欧 米 文 明 の破 滅 を予 言 して い る。彼 はMinnesota州 に理 想 部 落 が 計 画 され
た と き、 財 産 を投 じて そ の 娘saint"の 一人 と な った ほ どのUtopianで 、 法律 家 と して 立 ち、
国 会 議 員 と な って活 躍 した折 も、 思 い き った社 会 改 革案 を胸 に抱 い て い た 。 そ う した 彼 の進 歩 的
な政 治 家 と して の抱 負 が 、 この書 物 の な か で も 、盛 ん に論 議 され て い るの に気 づ くだ ろ う。 最 後
に、 資 本 家 た ち を血 まつ りに して勝 ち誇 った労 働 者 た ち と解 放 され た 囚人 た ちは 、 飢 え と怒 りの
暴 徒 と 化 し、NewYorkは 大混 乱 の 巷 とな った 。今 は も う これ まで と 、Gabriel夫 妻 と一 族
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友人 は猛 火 に包 まれ た ビル の屋 上 か ら飛 行 船 で脱 出 し、 ア フ リカの郷 里Ugandaへ 向 か う。 この
秘境 に 、 各市 民 が 国 家 か ら教 育 、 医療 、娯 楽 、実 業 指 導 な ど を受 け る民 主 的社 会主 義 の新 世 界 が
誕生 す ると ころ で終 って い る 。
未 来 の ユ ー トピア を 語 る と き、伝 統 の天 国 の イ メ ー ジを避 け て 通 るわ け に は いか な い 。入 間 に
と って最 大 究 極 の幸 福 は 天 国 に あ る。地 上 楽 園 の構 想 は これ を模 した もの に他 な らない 。 その 意
味で 天 国 は す べ て の ユ ー トピア観 の源 泉 と言 え る。1868年 に ㍑ θ0碗 卵4毎7と い う本 が 出版
され 、古 来 の 天 国 を紹 介 し、 南 北 戦 争 で 愛 す る者 を 失 った 人 々に、 霊 魂 の 不 滅 を 教 え 、天 国 で の
再 会 に期 待 を もた しめ た 。 だ が 、 これ に反 発 して 独 自の 天 国 観 を 書 き始 め た の がMark聖wain
で、 そ の抄 録 が初 め て 誌上 に 発 表 され た の は1907年 で あ った 。死 ん だStoomfie嚢d船 長 の 訪 れ
た天 国 で は 、wingで 飛 ば ずwish垣gだ けで 行 きた い と こ ろへ 行 け る。 「永 遠 の 休 息 」 は な く、
天 国 の 住 民 はみ な よ く働 く。 彼 らに は 潜 在 す る可能 性 に よ っ て資 格 認 定 され た 職 業 があ り、下 界
の職 業 と は必 ず し も一 致 しな い 。 とい うふ うに 、 当 為 の理 想社 会 を 彼 は天 国 に託 して 描 い て い る。
しか し 、彼 は地獄 訪 問 記 は書 か な か った 。 「永 遠 の刑 罰 」 と や らを 考 え るだ け で も、 耐 え られ な
か った ので あ る。
総 括
以 上 、宗 教 、農 業 、 社 会 改 革 、空 想 、 未 来 の五 つ に分 類 して 、 ユ ー トピ アの運 動 、思 想 、 文学
の動 向 に触 れ て きた が 、 全 体 を と りま と め る た め に 、 ア メ リカ の ユ ー トピア の特 異 な体 質 は どん
な もの か 、 テ ー マ 別 に 考 察 してみ た い 。
ま ず 第 一 に 、宗 教 編 は 「光 」 を 「西 方 」 に求 めた こ と に な る が 、 「光 」 を広 義 に解 釈 す る と、
これ は他 の種 類 の ユ ー トピア に も多 少 と も あ て は ま るよ うに思 う。 反 対 に 、 「光 」 を 狭義 に解釈
して 、Pufitanismに 端 を 発 し たprotestantの キ リス ト教 に限 定 して も、 本 稿 で 取 り扱 って
きた ユ ー トピアの 世 界 は 、 キ リス ト教 の 伝 統 を 何 らか の形 で 意 識 し てい ない もの は 少 な い 。一 般
的 にみ て 、 ア メ リカの ユ ー トピアは キ リス ト教 倫 理 に 対 して 、 敏 感 な ア レル ギ ー 体 質 を も って は
い な い だ ろ うか 。 しか も、 それ は 概 し て陽 性 で 、 ユー トピア文 学 の 執筆 者 は、 と もす れ ば 、人 間
の尊 貴 性 と性 善 を 確 信 し、人 間 そ の もの の 改 善 を さ しお い て 、 た だ 制 度 を 改 め 、 環境 を整 え 、生
活 を 高 めた ら、 それ で ユ ー トピアは 到 来 す る と安 易 に 考 え や す い 。 彼 らはキ リス ト教 と い う名 の
talismanを 身 につ けれ ば 、誘 惑 の魔 法 を は ね の け、 神秘 で偉 大 な 力 を 発揮 し う ると信 じき っ て
いた よ うだ が、 「神 の 国 は 見 られ るか た ちで 来 る もの で な い 。 … 神 の 国 は実 に あ なた が た の
た だ 中 にあ るの だ 」 との 聖 書 に 記 され て い る キ リス トの 言葉 を 見落 して い た の で は ない か 。 そ れ
に して も 「内な る光 」 と は 、Quaker宗 徒 も心 に くい こ とを 言 った もの だ ・
次 に 、 ア メ リカ の 自然 、 ひ い て は 国土 を 、 ㌔hysicalAmerica"と 呼 ぶ の は 、相 対 観 念 で あ
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る ㌔piritualAmerica"を 想 起 せ しめ 、 この 両者 の結 合 を暗 示 してい る点 で 面 白い 表 現 で あ る。
健 全 な 肉体 に宿 る こ とに よ って、 健 全 な精 神 が生 か され る こと は、 ユ ー トピア につ い て も言 え は
しな い か 。良 質 の 適 切 な土 地 が与 え られ た ら、 ユ ー トピア計 画の 半 分 は 達 成 で きた よ うな もの だ
か らで あ る 。Puritansに と って はBoston,Quakerに と って はPennsylvania,Mormonsに
と って はUtahが 、精 神 を宿 す べ き 肉体 と な った 。 これ らの土 地 が比 較 的 広汎 で あ った の に比 べ
て 、1840年 代 のBrookFarmは200エ ー カ ー 、Fruitlandsは90エ ー カ ー と、規 模 は はな
は だ少 さ くな ってい る。農 本 主 義 のCraterColonyの 開 発 は 、太 平 洋 上 の 小 っぼ け な孤 島 で の
作 業 に す ぎ な い 。HomesteadActに よ って、 ひ と り あ た り160エ ー カー の 土 地 が 無償 で 提供 さ
れ た こ と は 、世 紀 末 近 くに な って、 も はや 遠 い 夢 物 語 と思 わ れ た 。 ユ ー トピア精 神 は宿 るべ き肉
体 で あ る 「約 束 の地 」 にめ ぐ りあ え な くな った 。1890年 前 後 の ユ ー トピア小 説 の 舞 台 が 、 アメ
リカを 遠 く離 れ た架 空 の 大 陸 か 、 ア フ リカの 山奥 か、 約 百 十年 後 の 新Bostonに とん だ こ と は、
ゆえ の な い ことで は ない 。
第 三 に問 題 に な るの は、 人 間 に男 女 の 別 が あ る こ と が 、ユ ー トピア建 設 に支 障 と な らな い か 、
とい うこ と で あ る。 男 女 の あ る と こ ろ、 愛 欲 の もつ れ が 避 け られ な い が た め に 、 ギ リシ ア、 ロー
マ の古 代 か ら、世 に小 説 や ドラマの 種 は尽 き な いの で あ る。 神 はAdamに 続 い てEveを 作 った
が 、 これ が 原 罪 の 発 生 を 促 し、 彼 らをEdenに 住 め な く した 。 そのEdenを 地 上 に 回 復 しよ うと
の 試 み に 、 そ の ことが 暗 影 を 投 げか け は しない か と 、大 部分 の指 導 者 が 不 安 に な らなか ウた の は
不 思議 で あ る 。恋 愛 や 嫉 妬 や 三 角 関 係 な ど は、Hawthorneが 大胆 に7ん¢B``6勧 面 ♂¢R・飛oπ・θ
で 書 い た 以 外 は 書 く人 な く・、お お よ そ起 こ らない こ と に な って い る。夫 婦 関 係 で 変 って い るの
はMormon教 徒 の 一夫 多妻 制 と、Typee族 の 一 妻 多夫 制 だ が 、 い ずれ も表 向 きは 円 満 に行 な わ
れ た ら しい 。Shaker教 徒 そ の他 、信 仰 の妨 げ に な る と の理 由 で 結婚 を厳 禁 した 向 き も あ るが 、
A.B.AlcottはShakersの 「家 族 」 には い るか 、 妻 と4人 の 娘 の 家族 の なか に 止 ま るか の二 者
択 一 を 迫 られ た と き 、後 者 を と った 。 な お 、 どの ユ ー トピア も男 女平 等 の 金 看板 を掲 げ てい るが 、
それ は 可 能 だ ろ うか 。 以 上 見 て きた か ぎ りで は 、実 際 は 男性 は積 極 的 、女 性 は 消 極 的 と思 え る。
これ は 、 心 理 的 な意 味 に お い て で あ る が 、女 尊 男卑 の 国 と称 せ られ る ア メ リカ を、 裏 返 した もの
で は ない だ ろ うか 。
次 に、 ア メ リカの 貨 幣 に示 され てい るよ うに、 ア メ リカは1nGodwetrustの キ リス ト教 国
で あ るが 、 それ と と も にIngoldwetrustの 傾 向 は深 刻 で あ る。 ユ ー トピア の夢 想 家 た ち は ほ
とん ど金 銭 を す べ て の悪 の 根 源 と し て排 撃 しよ う と努 あ た 。Donnellyが 予 言 した1988年 の人
類 の 大 悲 劇 が、 も しか す る と起 こ るか も しれ ぬ と憂 え させ る兆候 は 、A.J.Toynbeeが 指 摘 して
い る とお り、 ア メ リカ が世 界 一 の 富裕 国 にの し上 が り、 か つ ての よ うな 「世 界 の 革 命 運 動 の 鼓 吹
者 」 で な くな った こと に あ る。 ア メ リカは反 共 主 義 に 徹 して 自己保 全 に走 り、 地球 市 民 に 一視 同
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仁 の態 度 で接 す る神 の 理 想 か ら遠 く離 れ てい る とい う意 味 の こ とを 、Toynbeeは 述 べ て い る。
そ して す べ て は 、異 常 な金持 に な った 報 い だ 、 と彼 は見 る。
ここ で 、 ア メ リカ の ユ ー トピアの 種 類 を 大 き く三 つ に わ け て考 え て み よ う。第 一 は ど こか に現
存 し て い て 、 そ こを訪 ね る形 を と る もの 、第 二 は、 同 志 の仲 間 が 協 力 して 、新 しい 土 地 に彼 らの
理 想 郷 を開 発 す る も の 、 第 三 は 、 作 者 が 空想 で描 い て み せ る もの 。 ア メ リカの 場 合 、 第 二 が も っ
と も多 く、第 一 、 第 三 も煎 じつ め る と、 第二 の要 素 が 含 まれ てい る こ とを 発 見 す る。 ア メ リカの
体 質 に は 、働 い て獲 得 す るユ ー トピアが よ く合 うが 、 そ の と き一 きわ 目立 つ の は 指 導 者 格 の入 物
像 で 、 事 の 成 否 は 彼 らの人 聞 と して の り っぱ さに比 例 す る こ とが 多 い 。
ユ ー トピア文 学 に は い わ ゆ る第 一 流 の 作品 が な い 、 と言 わ れ る。 そ れ は 、 作 品 の 書 か れ た 勤 機 、
書 く作者 の 文 学 的未 熟 さ 、 た と え未 熟 で な くて も、 ユ ー トピ ア文学 を書 く場 合 、 力 を抜 く、 と言
った 作者 側 の 問題 で も あ る が、 美 徳 の権 化 の よ うな人 物 が 、 作者 の あ や つ る ロボ ッ トの よ うに 現
われ 、 一 向 トラ ブル が 起 こ らぬ こ と に な ってい るの が 、主 な理 由 で は な い か 。 ユ ー トピア 文学 は
概 して 、原 罪 を認 め ず 、予 定 説 に反 対 す る ア イル ラ ン ド出 身 の 神 学 者Pelagiusの 「は るか な高
弟 た ち 」 の著 作 で 、 明る く楽 し い、 全 然 か げ りが 見 られ な い 。 しか し、 ユ ー トピア 文学 が高 度 の
芸 術 性 を欠 い て い るか ら と言 って 、 これ を蔑 視 す るの は あた らない 。む しろ それ は 、聖 書 、論 語 、
Upanishadら の流 れ を汲 む奥 義 書 の 一種 とみ なす べ きで あ ろ う。人 類 の 抱 く最 高 至 純 の 理 想 の
姿 が そ こ に示 され て い るか らで あ る。 と言 っ て、 ユ ー トピ ア文 学 にApollo的 な 鹿爪 ら しさの み
を求 め て は な らな い 。 目に 見え ぬ酒 に酔 うDionysus的 饗 宴 の エ ネ ル ギ ー発 散 の 面 も あ る こと は 、
WbitmanのuSongoftheOpenRoad"に よ って 知 られ るだ ろ う。
ユ ー トピア文学 にはその性質上 、宗 教書に よ くみ か け るparableの よ う な比 喩 談 が織 り込 まれ て い
る 。BeHamyの 描 くユ ー トピ アの30万 人 を お お う大 きな傘 の た とえ は 適 例 で あ るが 、 この傘
の 正 体 い か ん で 、思 い が け な い 不幸 が訪 ずれ な い と もか ぎ らぬ 。MarkTwa盛nの 天 国 で は 、
wishingで 自由 に飛 べ る便 利 さは あ るが 、飛 ん で来 られ る立 場 に な る と、 迷惑 至極 な こと が 多
い だ ろ う。 最近 の 科 学 技 術 の す ば ら しい進 歩 に も、 大 きな傘 やwishing飛 行 と 同様 な 、悲 観 的
な 見通 しの 半 面 が あ る 。 ロ シア の哲 学 者NicholasBerdiaeffの 言 うよ うに 、 ユ ー トピア は実
現 され るで あ ろ うが 、 案 外 、知 識 人 が そ こか ら脱 け 出 した くな るよ うな新 時 代 が始 ま りつ つ あ る
の か も しれ な い 。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本 論 文 は ヨー ロ ッパ 人 に よ る ア メ リカ植 民 の初 期 よ り19世 紀 末 に至 る までの ア.メ リカ のユ ー
トピ ア思 想 を あ とづ け 、特 に そ れが 文学 に どの よ うな表 われ 方 を す るか を 考察 しよ うと した もの
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で あ る。
ま ず序 論 に お い て は 、 ユ ー トピア思 想 とは夢 想 的 な現 状 改革 の思 想 で あ る と規 定 し、Moreの
σ60p詔,Baconの!V2ω ・4記απ瓦8よ り筆 を お こ し、 これ らの 著 作 が ひ き お こ した理 想 社会
を
へ の夢 と新 世 界 へ の あ こがれ を 取 りあ げ る。 そ して ヨー ロ ッパ 人 によ る植 民 以 来19世 紀末 まで
ρ
に は 特 に ユ ー トピア思 想 の 高 ま った 時 期 が3回 あ った と論 じて これ らを 概 説 す る。 それ はω 植民
地 時 代 の ア メ リカ 大陸 そ の もの が一 つの ユ ー トピ ア視 され た時 期 、(2}19世 紀 の 半 ば西 進 運 動 が
盛 ん で あ った時 期 、(3)19世 紀 最 後 の数 十年 間 で あ る 。 これ らにつ い て その 思 想 的 、経 済 的 背 景
を叙 述 しつ つ 、19世 紀 末 に お け る逆 ユ ー トピア文学 の 出現 に ま で至 る全 編 の 概 説 を行 う 。以 下
の各 章 で は ア メ リカ に お け るユ ー トピア思 想 の基 礎 と な った動 機 を主 題 別 に分 類 し、 それ ぞれ に
章 を 割 り当 て て論 ず る。
第 一章 は宗 教 を根 底 に もつ ユ ー トピア思 想 とそ の 文学 に お け る表 現 を 扱 う。 まず 植 民 時 代 にお
い て は ア メ リカ大 陸 そ の もの が ユ ー トピ アと 見 な され て い た 面 が あ った こ と を指 摘 し、 そ こに は
宗 教 的 動機 が 顕著 で あ ると して 、各 コ ロニ ー に お け る差 異 に注 目 しつつ 、 それ らの歴 史 的 発 展 を
記 述 す る。 北 部 に お け る初 期 の植 民 時 代 の人 々の心 情 と生 活 をLongfeHowやHawthorne
な どの 作 品 に さ ぐ り、 宗教 的 ユ ー トピ ア建 設 の夢 も18世 紀 の最 初 の25年 間 に敗 北 す る経 緯 を
説 明 しつ つ 、 ピュ リタ ニ ズ ムの伝 統 の ま さに 消 え よ う とす る時 期 の 作品 と してSantayanaの
Tん θ 五α露P婬 拷 απを と りあ げ る。
つ い で 中 部 沿岸 地方 に お け る クエ ー カ ー教 徒 が清 教 徒 に迫 害 され る状 況 を の べ 、ま たWiHiam
Pennの 開拓 事 業 と ク エー カ ー 派 の伸 長 を叙 述 しつ つ 、 これ らの歴 史 的 事 実 がLongfeUowや
Hawthorne,JohnWoolmanな どの諸 作 品 に ど の よ うに表 現 され て い るか を考 察 す る。 特
に モ ル モ ン教 徒 の 西 進 と彼 らへ の迫 害 、 お よ び 彼 らの 理想 郷 建 設 の 事 業 と そ の破 れ て い く過 程 を
V.Fisherの 歴 史小 説rん ¢0厄 ♂伽 θπo∫Oo♂ を 参照 しつつ 論 述 す る 。
第 二章 は農 業 の進 展 とい う見 地 か ら本 問題 を 扱 う。16世 紀 末 か ら植 民 され た 南 部 が18世 紀
に 至 って 農 業 経済 の 黄 金時 代 と言 わ れ る まで の 経 過 を 説 明 し、Cr6vecoeurの 書簡 な ど の外 に
は農 民 文 学 の 少 な い こ とを指 摘 す る。 しか し1760年 代 よ り西進 の気 運 が 高 ま って く ると と も
に、 西 部 の未 来 を 望 む 文 学 が 出 現 す るが 、筆 者 はFreneau、Bryantな どの詩 人Rδ1vaagや
W.Catherの 小 説 な ど、 そ れ ぞ れ の 特 質 を 識 別 しつ つ農 地 に つ な が る ア メ リカ の ユ ー トピア思
想 の 諸 特 質 を 論述 す る 。 そ し て西 部 開拓 の夢 も行 きつ ま って 後 、 資本 主 義 的土 地 経 営 者 が生 み 出
す 悲 劇 をF.NordsやSteinbeckの 文 学 にお い て 見 出 す と論 ず る。
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第 三章 は理 想 的 共 同 体 の 創造 と い う面 か ら見 た ユ ー トピ ア思 想 とそ の 文 学 的 表 現 とを 扱 う。 こ
こで は 工 業 文 明 の 成 長 と そ の弊 害 の 増大 と と もに起 った理 想社 会建 設 の夢 が 取 りあ げ られ 、 その
二 つ の柱 はFourier、R.Owenに よ って代 表 され る社 会 思 想 的 面 とEmersonやThoreauに
よ って 代 表 され る哲 学 的 面 と で あ る と論 ず る 。特 にHawthorneの7加B6`魏 謁 αのRoπ απ・¢
が は じめ理 想 主 義 的情 熱 を 以 て始 め られ なが ら終 り に は陳 腐 な通 俗 小 説 に堕 した 成 行 を ユ ー トピ
ア形 成の 挫 折 の経 過 と 関連 せ し めて 論述 して い る 。
第 四章 は空 想 的 ユ ー トピ アの 設定 と文 学 との か か わ り合 い を 論 ず る 。G.RipIeyのBrook
Farmの 設 立 に も 多分 の ロ マ ン主 義 の影 響 が あ った が 、美 の 追 求 の 中 に 一つ の ユー トピア的 世 界
をか い ま 見よ うと す る点Poeも この系 列 に入 ると述 べ 、以 下主 と し てCooperの07碗 ¢7と
MelviHeの7ypθ8に よ って 代表 され る空 想 的 ユ ー トピ アの 二 つ の タイ プを ア メ リカの 国民 精
神 と歴 史 的現 実 とに 関 連 せ しめ つ つ論 じ、Typee的 な タイ プ の ユ ー トピ アが真 に アメ リカ 的 な
もの であ ろ う と結 論 す る 。
第 五章 で は 、1884年 以 後 逃 避 的 に未 来 を 望 む ユ ー トピア が特 に流 行 す る に至 った現 象 は 、
資本 主 義 的社 会 の 不 幸 と不 満 や 工 業 化 の 進 行 に基 づ くもの と して 、 当時 の社 会 状 勢 を説 明 し、 こ
れ らの ユ ー トピア 文 学 の 代 表 作 家 と し てE.BellamyとW.D.HoweHsと を特 に考 察 す る 。更
に同 じ状 勢 よ りoα θ3αゲ'30・ 勧 瓢 の よ うな逆 ユ ー トピア的 文 学 の 出現 した理 由 を 説 明す る 。 こ
の 中 に あ って南 北 戦 争 の もた ら した 物心 の荒 廃 に 直 面 し て 、宗 教 的 発 想 か ら生 れ たユ ー トピア文
学 も生 じ、 ま た これ に反 発 す るMarkTwainな どの 小 説 が 出現 し た事情 を説 明 し二 つの ユ ー ト
ピア観 を比 較 す る 。'
終 章 は こ乳 まで の 諸 章 の 総括 で あ り、補 足 で あ る。 まず ア メ リカ の ユ ー トピア思 想 にみ られ る
特 色 を ま とめ てω キ リス ト教思 想 と ど こか で かか わ り合 って い る こ と、② 地 理 的 条件 の 変 化 と ユ
ー トピア思 想 の変 化 と の間 に相 関 関 係 が あ る こと 、(3)性 と結 婚 制 度 につ い て は論 ぜ られ る こと が
少 な い こ と、 ω 金 銭 を 悪 と す る観 念 に つ い て 、 の 四項 目に まと め て 考察 す る。 つ い で 本論 で扱 っ
た ユ ー トピア の あ り方 を 、{a)現在 存 在 してい るも の と 考え られ た ユ ー トピア、(b)今 か ら建 設 さ る
べ きユ ー トピ アdcl全 く空 想 的 ユ ー トピア 、 の三 種 に類 別 して 考 察 し、 アメ リカ に お い て は(b)の
タイ プが 最 も優 勢 で あ る こと を指 摘 し、 これ を ア メ リカ的 性格 と結 び つ け て 論述 す る 。最 後 に ユ
ー トピア 文 学 一般 に つ い て の諸 問 題 点 を考 察 して本 論 文 は終 って い る。
本 論 文 は 、 第 一章 以 下 に お い て主 題 別 に論 述 を す す め る と い う方 法 を採 用 して い るが 、 この方
法 は 問題 の所 在 を 明 らか に す るとい う利 点 は あ って も、多 少 の重 複 と叙 述 の流 れ の 申 断 と い う欠
文60
点を伴 うものであり、事実本論文にもこの欠陥はわずかなが ら現れている。
しか し三世紀にわたる広般な資料や史実をよく巧みに駆使してアメリカ文化の一面をまとめあ
げたのは本論文の筆者の学識と洞察力とによるものと思われる。アメ リカ文化及びアメリカ文学
の研究に貢献することは疑いのない事実である。
なお上記委員は、提出者が大学院博士課程修了者と同等以上の学力を有することを確認 した。
以上の理由をもって、本論文の提出者は、文学博士の学位を授与され るに充分の資格をもつも
のと認められる。
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